


環境白書の発刊にあた っ て

私た ち は 、 深緑の中国山地と 青 く 勇壮な 日 本海に囲 ま れ 、 め ぐみ豊か な 自然環境 と

詞和を図 り 、 う る おい と やす ら ぎの あ る快適な く ら し を守 り 、 育 んで き ま し た。

し か し 、 一方では 、 私た ちの 日 常生活や産業活動に起因す る都市 ･ 生活型公害、 廃

棄物問題に加 えて 、 時間的 ･ 空間的広が り を も っ た地球温暖化、 酸性雨、 オ ゾ ン層の

破壊な ど地球規模の環境問題及び環境汚染化学物質の問題を招いてい ま す。

鳥取県では 、 こ う し た問題に対処す る た め 、 平成 8 年に本県の環境の保全及び創造

に関す る 施策を総合的、 計画的に推進す る ための県政方針であ る ｢鳥取県環境の保全

及び創造に関す る 基本条例｣ を制定す る と と も に 、 平成 9 年には 、 環境負荷の少な い

鳥取県を 目 指 し 、 県民、 事業者、 行政の具体的な行動指針であ る ｢ と っ と り ア ジ ェ ン

ダ21 ｣ を策定 し ま し た 。 本県では 、 こ の行動の一環と し て 、 県 自 ら が一つの事業所と

しての立場か ら 、 環境に配慮 した事務を行 う ため ｢環境にや さ し い県庁率先行動計画｣

を策定 し推進 してい ま す。 さ ら に 、 平成11年 3 月 、 こ の条例の基本理念に基づ き 、 総

合的、 計画的な見地か ら諸施策を推進す る ための ｢鳥取県環境基本 。十画｣ を策定 し 、

環境の保全及び創造を積極的に推 し進め 、 循環を基嗣 と し 、 恵み豊か な 自 然 と 共生で

き ろ快通な社会の構築を 目 指 し ま す。 ま た 、 地球温暖化防止対策 と し て ｢鳥取県地球

温暖化防止推進計画｣ を策定 し 、 地球環境へ も配慮 した環境にや さ し い鳥取県の構築

を 目 指 し ま す。

私た ち が こ の恵み豊か な 自 然環境の中で、 う る お し と やす ら ぎの あ る 生活を営むた

め 、 こ の 自 然を後世に継承 してい く ため 、 県民 ･ 事業者 ･ 行政が 、 それぞれの立場で

環境に配慮 し な が ら行動 し 、 環境に配慮 した持続的社会 シ ス テ ム を構築 して い く こ と

が必要です。

こ の 白書は 、 平成 9 年度を中心 と し た本県の環境の状況並びに環境の保全及び創造

に関 し講 じ た施策及び平成10年度に講ずべ き と し た施策について取 り ま と めた も ので

す。 本書を通 じて多 く の県民の方が 、 今 日 の環境問題に対す る認識 と 本県の環境の状

況に対す る 理解を よ り 深めていただ き 、 環境の保全 と創造に向けて取 り 組 ま れ る 上で

一助になれば幸いです。

平成1 1年 3 月

鳥取県生活環境部長 山 田 次 彦
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